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論文内容の要旨
本論文はいくつかのペロブスカイト形化合物における反応と焼結に関する研究結果をまとめたもの
で、 7 章よりなっている。
第 1 章は序論で、ベロブスカイト形化合物に関するこれまでの国体化学的研究の概要と本研究の目
的とを述べている。
第 2 章は代表的な化合物である BaTi0 3について、その出発原料ならびにふんい気が固体反応およ
び焼結現象に及ぼす影響を検討した結果を述べており、 Ti0 2 としてはアナターゼ形よりもルチル形の
方が焼結特性がよいこと、高温N 2力、、スふんい気中では酸素欠陥を起し易いことなどを明らかにしてい
る。
第 3 章は PbがB位置に入った新しい焼結体BaPb0 3 を BaC0 3 と PbO または Pb 30 4 とから生成・焼結
する過程を酸素分圧の影響、 PbOの溶融、蒸発などと関連させてしらべた結果を述べ、多くの新しい
知見を得ている。
第 4 章では陰イオンである酸素をいおうで置換えたペロブスタイト形化合物BaZrS3の合成をとり
あげ、 BaZr03 と CS 2 との反応によってBaZrS3の単相かつ均ーな焼結体を得る条件を求めている。
第 5 章では Pb を含む強誘電性ベロブスカイト形化合物の代表例である PbTi0 3， PbZr03，および
それらの固溶体Pb(Ti ， Zr)03について、その焼結現象と焼結中における蒸発現象とをしらべ、焼結
過程中における異常熱膨張の原因を明らかにし、焼結中の蒸発は Zr を多く含むものに顕著で、、その成
分は PbOであることなどを示している。
第 6 章は(N a, L i)Nb 03 tこあらわれる結晶変態を扱ったもので、 NaNb0 3の中に入り得る Liの量
は従来知られていた値以上に大きいこと、その際に菱面体構造をとることを明らかにしている。また
この圧電特性をもしらべ、高周波用圧電磁器として応用できることを示唆している。
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第 7 章は以上の総括であり、今后に残された問題点を付記している。
論文の審査結果の要旨
本論文は各種の特異な電気的性質を示すことでよく知られているペロブスカイト形化合物のうち、
結晶化学的に見て代表的な 5 種を選ぴ、これらについて生成、焼結、結品構造など、国体化学的な研
究を行ない、その成果をまとめたものである。すなわち、これらの化合物の均ーかつ単相の焼結体を
得るため、その出発粉末の選択からはじめ、反応条件を求め、焼結過程をしらべ、雰囲気力、、スの影響
を検討し、回 j容体化合物についてはその固溶範囲などを求めている。その結果、 BaTi0 3については
出発物質のTi0 2はルチル形がよいことを見出しBaPb0 3については酸素分圧の役割を明らかにし、 B
aZrS3については CS 2 と BaC0 3 との生成反応によって一挙に焼結体をつくり得ることを見出すなど、
多くの新じい知見を得ている。これらの知見は現在までつくられただけでも一千種におよぶベロブス
カイト形化合物一般の固体化学的研究に広く適用できるものであり、またこの研究によって実用的な
焼結体を得ることにも成功している。このように本論文は固体化学ならぴに電気材料の分野に寄与す
るところが大きく、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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